
海に向って 
詩：笠木 透 

 

 

＊ 私はひとり海に向って 

立っているのです 

海の風に吹かれながら 

立ちつくしているのです 

 

１． こわれる 世界を 

止めようも ありません 

何が 私に 

できると いうのでしょうか 

 

 

＊(くりかえし) 

 

２． あふれる 想いを 

止めようも ありません 

わかって いるのに 

どうにも できないのです 

 

 

＊(くりかえし) 

 

３． 流れる 涙を 

止めようも ありません 

それでも それでも 

精一杯 生きたいのです 


